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１．件 名 

伊方発電所第３号機 火災受信機の不具合について 

 

 

２．事象発生の日時 

平成２３年９月２日 １１時４５分 

 

 

３．事象発生の設備 

自動火災報知設備 

 

 

４．事象発生時の運転状況 

第１３回定期検査中 

 

 

５．事象発生の状況 

伊方発電所第３号機は、定期検査中のところ、９月２日１１時４５分、保修員

が、３号機開閉所リレー室火災受信機にて故障表示灯が点灯しているとの連絡を

運転員から受けて現場確認した結果、当該火災受信機に不具合が発生しているこ

とを確認した。 

このため、当該受信機を取り替えて正常に動作することを確認し、９月５日９

時３０分に通常状態に復旧した。 

なお、復旧するまでの間は、火災受信機の監視対象エリアについては、監視人

により火災のないことを監視していた。 

また、本事象による環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－１） 

 

 

６．事象の時系列 

９月 ２日 

１１時４５分  保修員が３号機開閉時リレー室火災受信機の不具合を確認 

１２時２３分  消防署へ状況連絡 

１５時３０分頃 火災受信機取替開始 

９月 ５日 

９時３０分  火災受信機が正常に動作することを確認後、通常状態に復旧 
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７．調査結果 

（１）現地調査 

ａ．事象発生時の状況確認 

３号機開閉所リレー室火災受信機において、「故障」表示灯が点滅している

ことを確認した。また、当該火災受信機は、感知器が接続されている火災受信

機内の制御カードの火災受信回路の自動点検を７日ごとに行っており、この自

動点検時に点検不良が検出されたことを示す表示灯（『Ｅ６』（セルフチェック

異常））が点滅していることを確認した。 

          （添付資料－２） 

 

このため、火災受信機内の制御カードの故障と考えられることから、火災受信

機一式取替を行い、機能試験を実施して正常状態に復帰したことを確認した。 

 

 

（２）故障カード詳細調査 

取替を行った当該火災受信機の制御カードをメーカー工場に送付し、詳細調

査を実施した。 

 

ａ．外観点検 

外観点検の結果、制御カード基板に取り付けられている抵抗器に腐食生成物

が付着していることを確認した。 

なお、当該部位以外には、基板、部品等に破損、変色等の異常は認められな

かった。 

        （添付資料－３） 

 

ｂ．動作確認試験 

メーカーにおいて、現地の火災受信機の回路構成を模擬して、当該制御カー

ドの動作確認を実施したところ、現地と同様に自動点検時に点検不良が検出さ

れる事象が再現した。 

 

  ｃ．抵抗器確認 

    腐食生成物が付着していた抵抗器は、火災受信機内の制御カードの火災受信

回路の入力部に接続されているものであった。本抵抗器の抵抗値を測定した結

果、定格１８０Ωであるが約５０Ω～１７５Ωの間で変動することを確認した。

また、当該抵抗器の抵抗値が６６Ω以下になると「セルフチェック異常」が検

出されることを設計図書にて確認した。 

（添付資料－４） 

    抵抗器に付着していた腐食生成物を除去し抵抗値を測定したところ、抵抗値

は約１８０Ωに回復した。 

 

  ｄ．腐食生成物除去後の動作確認試験 

腐食生成物を除去した後、現地の火災受信機の回路構成を模擬して、当該制

御カードの動作確認を実施したところ、自動点検時に現地と同様に点検不良が

検出される事象は再現しなかった。 
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（３）保守状況の調査 

消防法に基づき、６ヶ月ごとに感知器の動作試験を行い、火災受信回路の健

全性を確認しており、至近の平成２３年７月の点検では、異常は認められな

かった。 

また、今回の事象発生時に火災受信機を取り替えた際に、火災受信機裏面の

ケーブル入線口に空気侵入防止用シールが施されていないことを確認した。こ

のため、火災受信機は空調された部屋に設置されていることから、火災受信機

の設置周囲温度とは異なる温度の外部空気がケーブル入線口から侵入し火災

受信機内に湿気が発生する可能性があることを確認した。 

（添付資料－２） 

 

 

８．推定原因 

今回の事象は、３号機開閉所リレー室火災受信機の制御カードの故障により、

当該火災受信機の故障を示す警報が発信したものと推定される。 

また、制御カードの故障は、火災受信機の設置周囲温度とは異なる温度の外部

空気がケーブル入線口から侵入して火災受信機内に湿気が発生し、制御カード上

の抵抗器に腐食生成物が発生して抵抗値が低下したためと推定される。 

 

 

９．対 策 

（１）当該火災受信機の取替を行い、健全性を確認のうえ復旧した。 

 

（２）ケーブル入線口から火災受信機の設置周囲温度とは異なる温度の外部空気が侵

入することを防ぐため、当該火災受信機のケーブル入線口にシールを実施した。 

 

（３）他の火災受信機について同様の事象が発生することを防止するため、平成２４

年１～２月に実施する自動火災報知設備の法定点検にあわせて他の火災受信機

のケーブル入線口の点検を行い、空気侵入防止用シールを施すこととする。 

 

以 上 
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添付資料－１ 伊方３号機開閉所リレー室火災受信機 概略図 

 

添付資料－２ 伊方３号機開閉所リレー室火災受信機 外観写真 

 

添付資料－３ 伊方３号機開閉所リレー室火災受信機 制御カード外観写真 

 

添付資料－４ 伊方３号機開閉所リレー室火災受信機 火災受信回路 概要図 
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伊方３号機開閉所リレー室火災受信機 外観写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－２

拡大写真 
異常内容 

異常表示拡大写真

受信機を取外した状態
ケーブル入線口 
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